
今ここにある『貧困』の現実

2008 年リーマンショック以降目本経済が停滞するなか若年層の「貧困」が社会問題として
クローズアップされてきた。しかしながら、厳しい貧困の現状がメディアを通して多くの
人びとに十分に伝えられてきたとは言いがたい。
センセーショナルな事件などをきっかけに「若者」の貧困に対する注目が一時的に高まる
ことはあっても、ときがたてばすぐに人びとは関心を失ってしまう。さらに、自己責任が声
高に叫ばれる風潮のもと「貧困」はともすると「自己責任」として片付けられがちである。
こうした「若者と貧困」を取り巻く状況自体を問い直すことを、今回のシンポジウムでは試
みる。

Barry D.Zevin 医師を招いての研究会
アメリカ社会において、HIV 患者がどのような社会的状況のもとにおかれて、どのような
支援やケアが必要とされているのかについて医療的支援実践の専門家の立場からの話を
聞く機会を設ける。
さらに、HIV とホームレス問題とがどのように繋がっているかについて、日本との比較を
念頭に置きつつ議論する場を持つ。


